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噴
出
す
る「
群
体
性
事
件
」
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●
頻
発
す
る
デ
モ・騒
乱・暴
動

　

最
近
一
〇
年
あ
ま
り
の
間
、
中
国
で
は
、
大
衆

に
よ
る
大
小
様
々
な
デ
モ
・
騒
乱
・
暴
動
が
頻
発

し
て
い
る
。
直
近
で
は
、
中
国
官
製
メ
デ
ィ
ア
で

す
ら
報
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
大
規
模
暴
動
と
し

て
、
二
〇
〇
八
年
六
月
二
八
日
の
貴
州
省
黔
南
布ブ

依イ

族
苗ミ

ャ
オ

族
自
治
州
甕
安
県
雍
陽
鎮
（
県
都
）
で
の

暴
動
が
耳
に
新
し
い
。
こ
の
暴
動
で
は
、
三
万
人

を
越
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
県
政
府
と
県
公
安
局

の
庁
舎
が
取
り
囲
ま
れ
て
焼
き
討
ち
さ
れ
た
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
邦
字
紙
や
香
港
紙
の
報
道
を

追
え
ば
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
程
の
頻
発
振
り
で
あ

る
。
本
稿
執
筆
中
の
七
月
後
半
だ
け
で
も
死
者
を

伴
う
暴
動
は
、
七
月
一
七
日
広
東
省
恵
州
市
、
七

月
一
九
日
雲
南
省
普
洱
市
孟
連
傣タ

イ

族
拉ラ

祜フ

族
佤ワ

族

自
治
県
等
で
発
生
し
て
い
る
（
暴
動
の
例
は
、『
読

売
新
聞
』
の
報
道
よ
り
）。

　

デ
モ・騒
動・暴
動
の
頻
発
は
中
国
共
産
党
（
以

下
、
中
共
と
略
記
）
政
権
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い

問
題
と
な
っ
て
お
り
、
数
年
来
当
局
は
高
い
関
心

を
払
っ
て
き
た
。
二
〇
〇
五
年
に
、
中
共
政
治
局

委
員
兼
公
安
部
長
（
警
察
長
官
に
相
当
。
以
下
、

役
職
は
当
時
の
も
の
）周
永
康
が
、「
群
体
性
事
件
」

（
デ
モ
・
騒
乱
・
暴
動
の
総
称
）
は
、
社
会
の
安

定
に
影
響
す
る
突
出
し
た
問
題
で
あ
る
と
公
式
に

報
告
し
た
。
二
〇
〇
六
年
の
中
共
第
一
六
期
中
央

委
員
会
第
六
回
全
体
会
議
（
一
六
期
六
中
全
会
）

の
「
決
定
」
で
は
、
群
体
性
事
件
を
積
極
的
に
予

防
し
適
正
な
処
置
を
行
う
こ
と
が
、
初
め
て
党
の

重
要
文
献
に
盛
り
込
ま
れ
た
（
参
考
文
献
⑦
）。

●「
群
体
性
事
件
」

　

前
述
の
よ
う
に
、
中
国
の
公
式
の
用
語
と
し
て

は
、
デ
モ
・
騒
乱
・
暴
動
を
ま
と
め
て
「
群
体
性

事
件
」
と
呼
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
中
共
中
央
組

織
部
副
部
長
李
景
田
が
二
〇
〇
五
年
七
月
七
日
に
、

国
務
院
新
聞
弁
公
室
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
て
、

初
め
て
対
外
的
に
群
体
性
事
件
と
い
う
言
葉
を
使

い
、
海
外
プ
レ
ス
に
対
し
て
「
騒
乱
」
等
の
表
現

を
使
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
（
参
考
文
献
⑪
）。

　

暴
動
や
騒
乱
と
い
う
表
現
に
は
、
日
本
語
の
場

合
と
同
様
に
、
反
政
府
活
動
的
な
色
彩
が
あ
る
。

社
会
が
不
安
定
で
あ
る
こ
と
を
も
表
す
言
葉
で
も

あ
る
。
中
国
当
局
と
し
て
は
、
北
京
五
輪
を
控
え
、

ま
た
外
資
誘
致
の
必
要
性
を
鑑
み
て
、「
国
内
の

安
定
」
イ
メ
ー
ジ
を
演
出
し
た
い
た
め
、
こ
れ
ら

の
言
葉
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
、
群

体
性
事
件
と
い
う
、
あ
る
種
中
立
的
な
言
葉
を
使

う
こ
と
に
よ
り
、
中
共
の
権
力
と
民
衆
と
の
対
決

と
い
う
構
図
を
避
け
た
い
と
い
う
意
図
も
く
み
と

れ
る
。
中
共
政
権
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
実
態

は
と
も
か
く
建
前
と
し
て
は
、
群
体
性
事
件
を
極

力
「
人
民
内
部
の
矛
盾
」
と
し
て
扱
う
方
針
で
あ

り
、
政
権
に
敵
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
対
話
に

よ
っ
て
解
決
可
能
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ
る
。

　

治
安
当
局
者
に
よ
る
、
群
体
性
事
件
の
一
般
的

な
定
義
と
は
、「
一
〇
人
以
上
が
集
合
し
、
共
同

で
法
律
法
規
に
違
反
し
、
社
会
秩
序
を
擾
乱
せ
し

め
、
公
共
の
安
全
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
市
民
の
身

体
の
安
全
と
公
私
の
財
産
を
侵
犯
す
る
行
為
」
と

さ
れ
る
（
参
考
文
献
⑨
、
三
二
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ

に
は
、
後
述
す
る
信
訪
（
公
的
機
関
へ
の
苦
情
申

立
）
条
例
に
規
定
さ
れ
た
人
数
以
上
で
の
集
団
上

訪
（
直
接
来
訪
に
よ
る
苦
情
申
立
）
も
含
ま
れ
る
。

●
群
体
性
事
件
の
規
模

　

最
近
で
は
、
群
体
性
事
件
の
件
数
や
人
数
に
関

す
る
、
政
府
の
逐
年
的
全
国
統
計
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
。
少
々
古
い
数
値
で
は
あ
る
が
、
学
術
的

統
計
と
し
て
は
、
社
会
調
査
デ
ー
タ
に
定
評
の
あ

る
『
社
会
藍
皮
書
』（
青
書
）
の
二
〇
〇
五
年
版
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に
掲
載
さ
れ
た
数
値（
参
考
文
献
⑤
、二
三
五
ペ
ー

ジ
）
を
参
考
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
書
に
よ
る
と
、
一
九
九
三
年
か
ら
二
〇
〇
三

年
の
間
に
発
生
し
た
群
体
性
事
件
の
数
と
参
加
者

数
は
急
増
し
て
い
る
。
件
数
で
一
万
件
か
ら
六
万

件
に
、
参
加
者
数
で
七
三
万
人
か
ら
三
〇
七
万
人

に
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
参
加
者
数
が
一
〇
〇

人
以
上
の
も
の
は
、
一
四
〇
〇
件
か
ら
七
〇
〇
〇

件
に
増
加
し
た
。
ま
た
、
党
・
政
府
機
関
へ
の
襲

撃
も
増
え
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
に
二
七
〇
〇
件

で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
三
七
〇
〇

件
に
な
っ
た
。
無
論
、
こ
の
数
値
は
「
公
式
認
定

分
」
に
す
ぎ
ず
、
実
数
は
更
に
多
く
な
る
可
能
性

が
高
い
。
ま
た
、
近
年
で
は
一
〇
〇
〇
人
規
模
の

事
件
が
多
い
と
い
わ
れ（
参
考
文
献
②
、五
四
ペ
ー

ジ
）、
件
数
で
は
年
間
約
七
万
件
台
で
あ
る
と
の

報
道
が
あ
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

●
群
体
性
事
件
の
形
態

　

群
体
性
事
件
の
形
態
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な

も
の
が
あ
る
。

　

①
集
団
上
訪
。
直
接
来
訪
に
よ
る
苦
情
申
立
、

特
に
上
級
機
関
へ
の
直
接
来
訪
を
上
訪
と
一
般
に

呼
ぶ
。
苦
情
申
立
制
度
を
規
定
し
た「
信
訪
条
例
」

に
よ
れ
ば
、
複
数
人
数
で
の
上
訪
は
、
代
表
者
五

人
以
内
と
さ
れ
る
。
こ
の
限
度
を
超
え
た
多
人
数

上
訪
が
集
団
上
訪
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
時
点
で

の
、
中
国
行
政
管
理
学
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
信
訪
総
数
に
お
け
る
集
団

上
訪
は
三
分
の
二
以
上
に
上
っ
て
い
る
（
参
考
文

献
⑩
、
一
一
六
ペ
ー
ジ
）。

　

集
団
上
訪
が
加
熱
し
、
多
人
数
化
や
行
動
の
過

激
化
が
起
き
る
と
、
次
項
以
降
の
行
動
に
な
り
が

ち
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
例
が
余
り
に
多
い
た
め
、

「
信
訪
条
例
」
は
二
〇
〇
五
年
に
改
定
さ
れ
、
過

激
行
動
を
禁
止
す
る
条
項
が
明
記
さ
れ
た
。
な
お
、

集
団
上
訪
は
、
都
市
部
で
の
発
生
が
九
〇
％
以
上

を
占
め
る
（
参
考
文
献
⑩
、
一
一
六
ペ
ー
ジ
）。

　

②
デ
モ
・
座
り
込
み
。
中
国
に
は
「
集
会
游
行

示
威
法
」（
集
会
デ
モ
行
進
法
）
が
あ
り
、
合
法

的
な
デ
モ
活
動
は
可
能
と
さ
れ
る
。
一
般
に
群
体

性
事
件
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
同
法
の
許
可
を
得
て

い
な
い
集
会
と
デ
モ
・
座
り
込
み
で
あ
る
。

　

上
訪
を
受
け
た
公
的
機
関
の
対
応
に
不
満
が

あ
っ
た
り
、
群
集
心
理
で
行
動
が
加
熱
し
た
り
し

て
、
集
団
上
訪
か
ら
移
行
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま

た
、
行
動
が
拡
大
す
る
過
程
で
は
、
当
事
者
の
み

な
ら
ず
、
義
憤
や
同
情
に
駆
ら
れ
た
者
の
幇
助
、

あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
言
い
訳
と
す
る
単
な
る
社
会

的
不
満
分
子
の
便
乗
が
見
ら
れ
る
（
参
考
文
献
③
、

一
五
七
ペ
ー
ジ
）。

　

③
暴
力
的
行
動
。
デ
モ
・
座
り
込
み
が
更
に
加

熱
し
暴
走
す
る
と
、
暴
力
的
な
傾
向
を
帯
び
る
よ

う
に
な
る
。
公
的
機
関
の
取
り
囲
み
と
脅
迫
、
警

察
等
法
執
行
機
関
へ
の
反
抗
、
道
路
・
交
通
機
関

の
封
鎖
、
公
共
物
の
破
壊
等
が
行
わ
れ
る
。
暴
動

と
呼
ぶ
べ
き
形
態
で
あ
る
。

●
群
体
性
事
件
の
背
景

　

現
代
の
中
国
社
会
に
は
巨
大
な
格
差
と
社
会
集

団
間
の
利
益
衝
突
が
存
在
す
る
。
こ
れ
が
群
体
性

事
件
を
発
生
さ
せ
る
直
接
的
な
背
景
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
貧
富
の
格
差
を
図
る
指
標
の
一
つ
ジ

ニ
係
数
（
〇
か
ら
一
の
間
の
数
で
、
一
に
近
い
ほ

ど
不
平
等
）で
は
、家
計
平
均
収
入
で
〇・四
九
六

に
な
り
、
社
会
の
安
定
が
危
惧
さ
れ
る
〇・
四
を

超
え
る
。
更
に
、
財
産
保
有
で
換
算
す
る
と

〇・
六
五
三
に
ま
で
達
す
る
（
参
考
文
献
⑬
、

二
三
～
二
四
ペ
ー
ジ
）。
こ
れ
は
不
平
等
を
指
摘

さ
れ
る
多
く
の
発
展
途
上
国
の
状
況
を
上
回
る
不

平
等
状
態
で
あ
る
。
な
お
、
同
じ
デ
ー
タ
か
ら
、

所
得
の
最
上
位
層
二
〇
％
と
最
下
位
層
二
〇
％
の

差
を
み
た
場
合
、
そ
の
差
は
七
二
倍
以
上
に
な
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
階
層
は
固
定
化
さ
れ
つ
つ
あ

り
、
階
層
間
の
利
益
衝
突
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

中
国
国
務
院
（
内
閣
）
直
属
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で

あ
る
中
国
社
会
科
学
院
の
社
会
学
研
究
所
が
、

二
〇
〇
六
年
に
中
国
全
土
で
実
施
し
た
「
社
会
和

諧
穏
定
問
題
抽
様
（
サ
ン
プ
ル
）
調
査
」
に
よ
る

と
、
社
会
集
団
間
に
利
益
衝
突
が
存
在
す
る
か
と

い
う
設
問
に
対
し
て
、
七
八
％
弱
が
何
ら
か
の
形

で
「
衝
突
は
存
在
す
る
」
と
回
答
し
、「
多
く
の

衝
突
が
あ
る
」
と
「
激
し
い
衝
突
が
あ
る
」
の
合

計
は
二
三
％
で
あ
っ
た
（
数
値
は
参
考
文
献
⑬
、

二
三
～
二
四
ペ
ー
ジ
）。

　

集
団
上
訪
が
集
中
す
る
都
市
部
で
は
、
都
市
固

有
の
問
題
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
国
有
企
業
閉

鎖
・
民
営
転
換
時
の
資
産
処
分
や
再
雇
用
を
巡
る
、

従
業
員
と
当
局
者
と
の
利
害
対
立
が
あ
る
。
都
市

開
発
を
巡
る
問
題
も
あ
る
。
土
地
収
容
、
取
り
壊

し
、
立
ち
退
き
が
行
わ
れ
る
が
、
往
々
に
し
て
地

方
政
府
の
や
り
方
が
一
方
的
で
あ
っ
た
り
、
充
分

な
補
償
を
し
な
か
っ
た
り
す
る
（
あ
る
い
は
全
く
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し
な
い
）
た
め
紛
糾
が
起
き
る
。
ま
た
、
私
有
財

産
と
し
て
家
屋
を
購
入
す
る
人
々
も
増
え
て
き
た

が
、
彼
ら
は
、
資
産
価
値
を
下
落
さ
せ
る
都
市
計

画
・
都
市
管
理
に
反
発
す
る
。
し
か
し
、
地
方
政

府
、
不
動
産
開
発
業
者
が
結
託
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
こ
れ
が
住
民
の
政
府
に
対
す
る
不
満
拡
大

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑭
、
一
二
～

一
三
ペ
ー
ジ
）。

●
群
体
性
事
件
へ
の
転
化

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
不
満
も
、
正
規
の
苦
情
申

立
や
、
司
法
制
度
、
政
府
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
よ
る

解
決
は
本
来
可
能
で
あ
る
。
非
正
規
の
手
段
「
群

体
性
事
件
」
と
し
て
表
れ
る
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

　

先
ず
、
公
的
機
関
の
信
頼
性
の
低
さ
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。
上
に
挙
げ
た
「
社
会
和
諧
穏
定
問
題
抽

様
調
査
」
で
は
、
個
人
の
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
困
難

が
発
生
し
た
際
に
、「
誰
」
あ
る
い
は
「
何
」
を

頼
る
か
と
い
う
設
問
が
あ
る
。
地
方
政
府
・
中
共

党
組
織
・
司
法
及
び
法
執
行
機
関
の
全
て
に
つ
い

て
、
役
に
立
た
な
い
、
あ
る
い
は
余
り
役
に
立
た

な
い
と
し
た
回
答
は
八
〇
％
以
上
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
社
区
組
織
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
治
会
組
織
）

や
職
場
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
数
値
で
あ
っ
た

（
参
考
文
献
⑬
、
二
七
ペ
ー
ジ
）。
つ
ま
り
、
法
や

公
的
制
度
に
頼
ら
な
い
「
自
力
救
済
」
的
な
志
向

が
生
じ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
い
え
よ
う
。

「
小
閙
小
解
決
、
大
閙
大
解
決
」（
小
さ
く
騒
げ
ば

小
さ
な
解
決
、
大
き
く
騒
げ
ば
大
き
な
解
決
）、

つ
ま
り
、
騒
ぎ
を
大
き
く
し
な
け
れ
ば
解
決
を
引

き
出
せ
な
い
の
だ
と
い
う
大
衆
心
理
が
生
ま
れ
る

の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑫
、
五
一
ペ
ー
ジ
）。

　

ま
た
、
大
衆
に
と
り
、
公
的
機
関
を
構
成
す
る

党
・
国
家
エ
リ
ー
ト
と
の
間
に
大
き
な
利
益
矛
盾

が
存
在
す
る
と
い
う
認
識
も
無
視
で
き
な
い
。

二
〇
〇
六
年
に
行
わ
れ
た
社
会
科
学
院
社
会
学
研

究
所
の
「
全
国
社
会
状
況
総
合
調
査
」
で
は
、
こ

の
一
〇
年
間
で
最
も
利
益
を
得
た
集
団
は
ど
れ
か

と
の
設
問
に
対
し
、「
国
家
幹
部
」（
中
共
と
国
家

機
関
の
職
員
全
般
を
指
す
）
で
あ
る
と
し
た
回
答

は
七
一
％
強
で
あ
っ
た（
参
考
文
献
④
、六
七
ペ
ー

ジ
）。
大
衆
に
は
、
党
・
国
家
エ
リ
ー
ト
は
現
在

の
社
会
体
制
に
お
け
る
最
大
の
経
済
的
受
益
者
層

で
あ
り
、「
一
人
勝
ち
」
を
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
公
的
機
関
に
対
す
る
不

信
感
と
攻
撃
的
姿
勢
の
源
泉
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

実
際
に
、
国
家
幹
部
と
大
衆
と
の
間
で
、
衝
突
は

発
生
し
が
ち
で
あ
る
。
や
は
り
同
じ
調
査
の
結
果

で
は
、
様
々
な
格
差
と
社
会
矛
盾
が
存
在
す
る
が
、

そ
の
中
で
、
実
際
に
衝
突
が
発
生
す
る
の
は
国
家

幹
部
と
大
衆
と
の
間
で
あ
る
と
す
る
結
果
が
出
て

い
る
（
参
考
文
献
④
、
六
七
ペ
ー
ジ
）。

●
利
害
関
係
の
無
い
群
体
性
事
件

　

具
体
的
な
利
益
衝
突
や
公
的
機
関
の
不
正
に
よ

る
権
利
侵
害
を
主
原
因
と
し
、
権
利
の
回
復
や
獲

得
を
目
的
と
す
る
群
体
性
事
件
（
こ
れ
を
「
維
権

抗
争
」
と
呼
ぶ
）
は
、
全
体
の
八
〇
％
を
占
め
る

（
参
考
文
献
①
、
四
ペ
ー
ジ
）。
し
か
し
、
こ
れ
以

外
に
参
加
者
の
多
く
が
何
ら
具
体
的
な
利
害
関
係

を
有
し
て
い
な
い
群
体
性
事
件
も
存
在
す
る
。「
泄

憤
」（
憤
懣
発
散
）
や
「
無
直
接
利
益
衝
突
」
と

表
現
さ
れ
る
類
型
の
群
体
性
事
件
で
あ
る
。

　

こ
の
類
型
は
、
自
分
自
身
や
直
接
係
わ
り
の
あ

る
家
族
・
親
類
・
友
人
の
問
題
で
は
な
く
、
全
く

の
他
人
の
問
題
に
便
乗
し
て
騒
ぎ
を
起
こ
す
も
の

で
あ
る
。
日
頃
の
公
的
機
関
へ
の
不
信
感
と
鬱
屈

し
た
社
会
不
満
が
結
合
し
て
発
生
し
、
暴
力
と
破

壊
を
伴
う
。
本
稿
冒
頭
に
挙
げ
た
貴
州
省
の
事
件

も
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

ま
た
、
騒
ぎ
が
起
き
る
理
由
は
、
義
憤
や
同
情

の
大
義
名
分
が
立
て
ば
何
で
も
あ
り
得
る
。
大
き

な
構
図
と
し
て
は
、
公
的
機
関
の
不
当
な
措
置
に

虐
げ
ら
れ
た
被
害
者
に
く
み
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
の
「
不
当
な
措
置
」
は
、
事
実
で
は
な

い
こ
と
も
往
々
に
し
て
あ
り
、
流
言
飛
語
、
特
に

携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
播
を
通

じ
た
「
口
コ
ミ
」
に
よ
っ
て
火
が
つ
く
。

●
群
体
性
事
件
頻
発
へ
の
対
応

　

中
国
当
局
は
、警
察
力
整
備
も
行
い
つ
つ
、「
和

諧
社
会
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
融
和
姿
勢
を
強

調
し
て
い
る
。
冒
頭
の
一
六
期
六
中
全
会
の
「
決

定
」
で
は
、
群
体
性
事
件
は
基
本
的
に
「
人
民
内

部
の
矛
盾
」
で
あ
り
、
中
共
政
権
に
敵
対
す
る
性

質
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
る
。

群
体
性
事
件
の
原
因
と
な
る
大
衆
の
抱
え
る
様
々

な
困
難
に
関
心
を
払
い
、
解
決
の
手
助
け
を
す
る

こ
と
が
最
た
る
予
防
と
な
る
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　

他
方
、
発
生
し
た
群
体
性
事
件
に
関
し
て
は
、

警
察
力
、
武
器
類
、
強
制
措
置
の
使
用
を
慎
む
原

則
を
堅
持
し
、
不
適
切
な
力
の
行
使
で
事
態
悪
化

を
招
か
ぬ
よ
う
に
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
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二
〇
〇
八
年
七
月
に
は
、「
関
于
違
反
信
訪
工
作

紀
律
処
分
暫
行
規
定
」
が
出
さ
れ
、
大
衆
へ
の
不

当
な
対
応
や
警
察
力
の
濫
用
等
で
、
集
団
上
訪
や

群
体
性
事
件
の
拡
大
と
事
態
の
悪
化
を
招
い
た
公

務
員
へ
の
処
罰
が
明
記
さ
れ
た
。

　

た
だ
し
、
内
外
の
「
敵
対
勢
力
」
が
群
体
性
事

件
を
煽
動
・
利
用
す
る
可
能
性
は
、
引
き
続
き
警

戒
す
べ
し
と
さ
れ
、
社
会
の
安
寧
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
重
大
な
暴
力
行
為
が
見
ら
れ
た
際
に

は
、
果
断
な
処
置
を
と
る
と
し
て
い
る
。

二
〇
〇
八
年
三
月
に
発
生
し
た
チ
ベ
ッ
ト
蜂
起
へ

の
、
武
力
鎮
圧
が
そ
の
例
で
あ
る
。

　

ま
た
、
利
益
表
出
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
整
備
も
志
向

さ
れ
て
い
る
。
中
共
一
六
回
党
大
会
で
は
、
秩
序

あ
る
政
治
参
加
の
拡
大
が
謳
わ
れ
、
一
七
回
党
大

会
で
は
、
具
体
的
に
人
民
の
知
る
権
利
、
参
政
権
、

（
利
益
）
表
出
権
、監
督
権
と
い
う
権
利
を
列
挙
し
、

こ
れ
ら
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

更
に
、
基
層
レ
ベ
ル
で
の
大
衆
の
自
治
範
囲
を
拡

大
す
る
こ
と
も
触
れ
ら
れ
た
。

　

群
体
性
事
件
の
最
も
根
源
に
あ
る
格
差
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
の
範
囲
を
農
民
及
び
農

民
工
な
ど
に
も
拡
大
し
、
労
働
者
保
護
を
意
識
し

た
労
働
契
約
法
を
施
行
し
た
り
す
る
な
ど
、
社
会

的
弱
者
救
済
に
は
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
大
き
な
格
差
・
社
会
矛
盾
が
改
善
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
都
市
部
固
有
の
問

題
の
緩
和
も
寡
聞
に
し
て
聞
か
な
い
。
構
造
的
な

問
題
故
に
改
善
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
大
衆
の
公
的

機
関
に
対
す
る
信
頼
の
回
復
や
、
有
効
な
利
益
表

出
制
度
の
確
立
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
時
間
が
必
要

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
群
体
性
事
件
が
依
然
と
し
て

増
え
続
け
、
そ
の
対
応
に
政
権
が
苦
慮
す
る
と
い

う
構
図
は
当
分
変
わ
り
そ
う
に
な
い
。

（
わ
た
な
べ　

た
け
し
／
杏
林
大
学
総
合
政

策
学
部
准
教
授
）
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